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郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

次回締切　1月27日必着（掲載は３月号です。）（企画広報課）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（概ね50作品まで）

老
人
会　

旅
行
行
き
た
し　

足
痛
し

念
願
の　

山
登
り
う
れ
し　

岩
た
ば
こ

幸
せ
や　

第
二
成
人　

式
迎
え

百
均
の　

物
で
し
ん
ぼ
う　

し
て
い
ま
す

菊
の
香か

の　

こ
の
日
に
逝
き
て　

一
周
忌

上か
み
な
か中
の　

恵
比
須
さ
ん
よ
り　

福
来
た
る

近
づ
い
た　

期
限
切
れ
の
日　

あ
と
少
し

新
年
に　

願
い
新
た
に　

一
暦
年

寝
て
い
て
も　

怒
っ
て
い
て
も　

年
は
去
る

足
元
の　

幸さ
ち

み
つ
け
つ
つ　

七
十
年

誕
生
日　

孫
に
も
ら
っ
た　

冬
の
服

会
社
か
ら　

解
雇
通
告　

明
日
我
身

メ
タ
ボ
腹　

毎
朝
歩
く　

湖
岸
道

時
雨
か
ら　

車
の
中
の　

喫
茶
店

湖
面
に
も　

い
つ
し
か
移
る　

秋
の
彩い
ろ

文
化
祭　

ご
馳
走
に
な
っ
て　

友
と
会
え

月
下
美
人　

花
の
命
の　

い
と
お
し
さ

ク
ラ
ス
会　

話
の
花
も　

ご
馳
走
に

今
朝
も
ま
た　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で　

深
呼
吸

文
化
祭　

踊
る
姿
の　

し
な
や
か
さ

貧
し
く
も　

健
康
な
れ
ば　

笑
み
浮
ぶ

二
番
風
呂　

肩
ま
で
つ
か
り　

大
あ
く
び

年
賀
状　

枚
数
減
り
て　

歳
ふ
え
る

な
べ
か
こ
み　

祖
母
の
お
も
い
で　

語
る
孫

我
額ひ
た
い

　

種
ま
か
ぬ
の
に　

し
み
の
花

電
話
鳴
る　

受
話
器
持
つ
と　

セ
ー
ル
ス
か

診
察
を　

待
つ
の
長
く
て　

疲
れ
出
る

メ
タ
ボ
だ
と　

知
り
つ
つ
今
日
も　

目
が
食
べ
る

良
い
年
で　

明
け
て　

九
十
の
辰
の
年

お
正
月　

お
せ
ち
に
願
う　

家
内
安
全

万
札
束　

ど
こ
に
隠
そ
か　

年
の
暮
れ

霧
立
ち
の　

杉
山
よ
ぎ
る　

つ
が
い
鹿

小
谷　

ひ
で
（
高
・
高
島
）

細
野
紀
代
子
（
マ
・
白
谷
）

河
原
田　

勝
（
今
・
岸
脇
）

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

落
合　

麻
実
（
高
・
永
田
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

石
田　

三
造
（
新
・
深
溝
）

久
米　

良
彦
（
新
・
太
田
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

中
河　

仁
子
（
今
・
今
津
）

前
川　

た
つ
（
新
・
針
江
）

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

梅
村　

保
次
（
安
・
四
津
川
）

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

前
田　

と
み
（
今
・
浜
分
）

中
崎　

徳
子
（
朽
・
桑
原
）

斉
藤　

光
江
（
安
・
今
在
家
）

頃
常　

芳
子
（
今
・
今
津
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

村
田　

ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

上
田
幸
次
郎
（
マ
・
浦
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

風
林　

み
津
（
安
・
西
万
木
）

寺
尾　
　

浩
（
マ
・
西
浜
）

寺
尾　

輝
代
（
マ
・
西
浜
）

久
保　

俊
明
（
高
・
拝
戸
）

土
井
登
美
雄
（
安
・
三
尾
里
）

本
城　

和
枝
（
新
・
太
田
）

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

岸
田　

金
子
（
安
・
田
中
）

欲
深
き　

俺
の
願
い
は　

初ゆ

め夢
遠
し

節
約
の　

心
構
え
が　

何
げ
な
く

山
紅
葉　

朝
も
や
上
り　

鮮
や
か
に

米
寿
ま
で　

花
や
嵐
も　

な
つ
か
し
く

懐
か
し
い　

顔
、
顔
、
顔
の　

同
窓
会

反
対
と　

賛
成
分
け
る　

損
か
得

赤
と
ん
ぼ　

腕
白
達
を　

従
え
て

フ
ク
シ
バ
ス　

満
員
御
礼　

路
地
を
行
く

大
根
と　

私
の
足
の　

勝
負
か
な

枯
れ
葉
み
な　

土
に
帰
り
て　

天
青
し

寒
く
成
る　

朝
起
き
る
の
が　

つ
ら
い
こ
と

紅
葉
狩
り　

た
ま
の
お
出
か
け　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

か
ど
松
に　

願
い
を
託
す　

幸
あ
れ
と

秋
晴
れ
に　

声
は
り
あ
げ
て　

こ
だ
ま
き
き

幸
せ
は　

苦
楽
を
分
か
つ　

妻
が
い
て

老
ゆ
る
と
は　

諦
め
な
り
と　

寺
の
鐘

自
慢
気
に　

携
帯
こ
な
す　

二
歳
半

月
明
か
り　

ゆ
ず
湯
に
入い

り
て　

至
福
の
と
き

四
方
拝　

指
折
り
返
し　

歳
数
う

携
帯
に　

気
取
っ
て
写
る　

孫
一ひ
と
つ歳

年
始は
じ
め

　

毎
年
思
う　

今
年
こ
そ

「
江
」
観
終
え　

無
事
越
年
に　

感
謝
す
る

寄
せ
書が
き

で　

祝
う
米
寿　

夢
拡
く

冬
晴
れ
や　

清
き
流
れ
の　

光
る
川

北
の
風　

高
島
し
ぐ
れ　

ほ
お
つ
た
う

孫
た
ち
と　

囲
む
カ
ニ
な
べ　

新
春
か
な

鳰に
お
ど
りの　

弾
み
を
つ
け
て　

も
ぐ
り
け
り

画
面
ご
し　

孫
の
笑
顔
に　

癒
さ
れ
る

湯
豆
腐
の　

湯
気
に
揺
ら
れ
て　

眼
鏡
と
る

被
災
地
に　

親
日
の
笑
顔　

ブ
ー
タ
ン
王

初
雪
に　

と
ま
ど
う
紅
葉　

比
良
山
景

世
直
し
は　

浪
花
維
新
に　

す
る
男

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

山
本　

節
子
（
安
・
西
万
木
）

福
井　
　

良
（
安
・
西
万
木
）

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

西　

美
津
子
（
高
・
鴨
川
）

八
田　

信
子
（
高
・
高
島
）

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

貴
瀬　
　

勝
（
新
・
安
井
川
）

浅
井
き
ぬ
ゑ
（
高
・
武
曽
横
山
）

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
）

木
津　

み
ね
（
高
・
拝
戸
）

森
本　

幸
枝
（
今
・
梅
原
）

駒
井　

堅
次
（
安
・
北
船
木
）

西　
　

晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

木
津
良
太
郎
（
高
・
永
田
）

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

北
坂　
　

修
（
高
・
武
曽
横
山
）

墨
友　

光
代
（
今
・
上
弘
部
）

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

川
本　

一
男
（
安
・
北
船
木
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

伊
庭　

健
博
（
新
・
深
溝
）

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

川
端　

昭
子
（
高
・
畑
）

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌 ホームページ
■３月号締切　１月25日（水）
■掲載料　10,000円/１枠（28mm×85mm）

■２月掲載分締切　１月12日（木）
■掲載料　１か月10,000円

みてねっと！
「ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

「
国
民
年
金
」

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障
だ

け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
、
一
家
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や

あ
な
た
の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、「
あ
の

時
に
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
、
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

加
入
の
手
続
き
は
、
保
険
年
金
課
・

各
支
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
20
歳

前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
中

の
方
は
、
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
場
合

は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若
年
者

納
付
猶
予
」
な
ど
、
保
険
料
の
支
払
い

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の
雑

所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
で
す
。
そ

の
た
め
、
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る

方
に
は
、
１
年
間
の
年
金
の
支
払
総

額
な
ど
を
記
載
し
た「
源
泉
徴
収
票
」

が
１
月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の

際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
、

課
税
対
象
外
な
の
で
源
泉
徴
収
票
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

大切に保管し、
確定申告の際に、
提出してください。

源
泉
徴
収
票
が

送
付
さ
れ
ま
す

加
入
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

20
歳
に
な
っ
た
ら

「
国
民
年
金
」

　

老
齢
基
礎
年
金

　

…
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

障
害
基
礎
年
金

　

…
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

遺
族
基
礎
年
金

　

…
夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
子
の

あ
る
妻
、
ま
た
は
子
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
は
、
３
種

類
の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す

を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険

年
金
課
・
各
支
所
で
、
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

  【電話】大津年金事務所

  f077－521－1489
平日8時30分～17時

　大津年金事務所では、「予約
制による年金相談」を、次の日
程で開催します。

日　　時　１月26日（木）
　　　　　　10時～16時
場　　所　今津支所
申込方法　予約専用電話番号に
　　　　　お電話ください。

※この電話では予約以外のご用
件はお受け出来ません。
※予約受付は、定員になり次第、
締め切りとなります。

一日年金相談所 老
齢
年
金
の


